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令和４年度決算報告
【１】一般会計 歳入歳出決算状況 【２】 歳入の内訳

【４】財政分析の主要３指標

猛暑が続いた夏もやっと秋めいてきました。新型コロナ感染症の５類移行後は日常生活に戻りつつあります。そう
いった中で、先期は議長として職責を果たしてきたつもりです。制限の多かったイベント運営を、感染対策を実施し
ながらも通常に戻してきました。リモート会議など画面越しに見る相手と、実際に顔を見るのとはやはり違います。
ICTの時代でも、人とのつながりを大切にしたいものです。

【歳入】国庫支出金（コロナ関連）が約３８億円減少。市税収入約２０億円の増収
【歳出】公共施設維持保全基金（5億円）、財政調整基金（４．６億円）に繰入、水道料金基本料

の無償化支援分拠出による総務費の大幅増、中学校等の空調設備設置で教育費増

さて９月議会では、令和４年度の決算を主に審査し、一般会計・特別会計の合計で歳入９６６億円余、歳出８５０億
円余、繰越１１５億円余の報告を受け決算認定しました。アフターコロナで地域経済は少し上向きと感じますが、相
変わらず健全財政を維持できている事に安心しています。しかし、世界情勢の不安定さや新型コロナ感染症、自然
災害の甚大化、カーボンニュートラルの取組みなど行政課題は数多くあります。今後も市民の皆様に安全安心を感
じて頂きながら、刈谷市が持続的に成長するために、全力で取り組んでまいります。

ごあいさつ

歳入
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歳出
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市政報告 Ｖｏｌ．５３ □知立環境組合議会議員

□刈谷市 監査委員（’23/08/07～） □常任委員会 ： 建設委員会

（単位 億円）

【３】 歳入歳出の所見

－市税の内訳－
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１３．７億円
８３．６％

①財政力指数（財政上の能力） ②経常収支比率（財政構造の弾力性）

上段：費目
中段：金額
下段：前年比

(%)(%)

コロナ関連の国庫支
出金減少で財源構
成が大きく変動した
ものの、景気回復に
よる税収増あり。学
校の空調整備等大
型事業も健全財政を
維持！！

R４年 R３年

市 税 366 346
繰 越 繰 入 89 112
使 用 料 等 15 16
そ の 他 25 24
市 債 14 7.5
国 庫 支 出 金 85 123
県 支 出 金 38 31
法 人 事 業 税 8 7
地 方 消 費 税 43 41
地 方 譲 与 税 4 4
（ 自 ） 取 得 税 1 1
そ の 他 7 11

695 723

財源

自
主
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存
財
源

合計

R４年 R３年

個人市民税 124 121
法人市民税 30 22
固定資産税 167 160
軽自動車税 3 3
市たばこ税 12 11
都市計画税 30 29

合計 366 346

③実質公債費比率（市の借金の負担）
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ＴＥＬ（０５６６）２４－８８３１ ＦＡＸ（０５６６）２４－１６７５
E-Mail ： nakaji@msp.aisin.co.jp
公式HP： http://www.giin-aiwu.com/nakajima/

【プロフィール】

‘86/3 愛知大学卒業 同4月アイシン精機入社

‘11/7 初当選 ‘23/7 ４期目当選

９月議会報告抜粋

ミササガ公園 PARK-PFI

・民間活力を活かした整備・魅力づくり
・飲食店等の設置、管理事業者を公募
・利益を整備に還元を条件に特例措置
・公共性のある施設は市が買取り

【議案５１号】工事請負契約の変更（０１－４０橋梁上部工）

【補正予算第４号】 補正額合計 ： １，２５３，６７９千円

【補正予算第３号】 補正額合計 ： １２８，４３２千円

法人市民税の確定処理に伴う還付処理・・市内２社が大きく影響

【議案５２号】加藤与五郎基金の設立（４０，０００千円）

◆報告：３件 単行議案：８件 条例議案：３件 決算認定：8件 予算議案５件

（変更前）

４３３，１９６，５００円

（変更後）

４７９，７５０，７００円

（差額）

＋４６，５５４，２００円
※材料費と人件費の高騰

・野田村出身 フェライトの父、
日本のエジソンと呼ばれる科学者
・株式会社半導体エネルギー研究所
から、子供の科学教育に活用を要望
・刈谷市名誉市民（H１２年）
・加藤与五郎展示室（たんぽぽ内）

補正の主な事業名 内容等 （千円）

シティープロモーション、にぎわい創出周遊型の謎解きイベントの開催

期間：R/6/4/下旬～R6/5/下旬（予定）

市内対象スポットでQRを読み取り、ポイントに応じ商品券と交換

市内在住６０歳以上、Ｒ５／１１／１～Ｒ６／１／３１

①中学生（H20/4/2～H23/4/1生）　②小学生以下（H23/4/2～R5/6/30）

接種機関：R5/10/1～R6/1/31　助成額：1,000円/回（①は１回、②は2回）

水稲栽培の実証実験をし、労務・収穫量・収益の検証

期間：R5/11～R6/10（予定）　　場所：中川町（予定）

市ＬＩＮＥ公式アカウント登録者に対象店舗で利用できるクーポン配布

期間：R6/1/15～2/25（予定）　1,000円毎に利用できる500円割引発行（4枚）

刈谷駅南北連絡通路の一部を民間に開放し物販等を実施

目的：にぎわい創出の実証実験、AIカメラを設置し人流解析を実施

水洗便所の設置に向けた実施設計

クレーンで移動可能な設備にすることで、県河川管理者と調整

野田町北屋敷に、新たな街区公園の設置。緑・健康・多世代がキーワード

歩経路や健康遊具、あずまやなど整備。かつて三豊稲荷があったところ

商業者応援デジタル
クーポン事業 140,000

6 都市拠点活用推進 9,700

1 刈谷の魅力発信 18,000

2 高齢者外出促進 11,678

8 三豊公園整備 349,063

3
インフルエンザ予防接
種臨時助成 24,220

4 有機農業実証実験 32,000

7
逢妻川河川敷運動広
場整備事業 3,900

5

デマンドバス（チョイソコ）の実証実験

ｽﾃｰｼﾞ

【要望】
ｽﾃｰｼﾞの設置計画があるが、屋根が無い設計。昨今の
猛暑を考えると、必要ではないか。日陰づくり、ミスト機
器の設置検討を追加して推進して欲しい

■北部地区は公共交通のカバー
率が低い交通課題あり

■高齢者の外出支援による
健康増進、賑わいづくりが必要

■地域内移動の利便性向上に
デマンド型バスの導入検討の為
実証実験を行う

※チョイソコ ： ネット・電話予約による会員制の小型乗合いバス

【検証目的】 外出機会創出の効果、幹線路線との接続性など
【検証方法】 業者・地域が協力しバス停を設定（平日８：３０～１６：００）

一般３００円、７５歳以上/小学生/障がい者２００円
【検証期間】 １期：Ｒ５／１１～Ｒ６／１１、２期：Ｒ６／１１～Ｒ７／３

【要望】
確からしい効果検証には、とにかく多くの地域住民に利用してもら
い意見を収集する事が重要と考える。本番は有料で良いが、検証
期間は無料利用を可能にすることを検討して欲しい

■１７施設 ４公園 ５イベント
の対象のスポットで
専用QR読み取り

■１０ポイントにつき
刈谷市商店街
連盟商品券１，０００円分と交換

運動広場

亀城G

衛生面を考慮し
水洗化の可能性
を訴求してきた

実現見込み

■河川敷グランドは、河川管理上
構造物の設置に制限あり。
現在は仮設トイレを数基設置


